
顎口腔系の状態と全身状態との関連に関する研究

一校合支持領域の大小が頭頸肩部筋力に及ぼす影響－
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ABSTRACT

We　authors　have　attentions　to　the　relation　between　the　stomatognathic

system　and　the　systemic　condition ．　And　then　we　have　had　a　strong　belief

in　that　relation ．　As　a　part　of　these　studies，　we　lately　studied　the

Influence　of　different　sized　of　the　occlusion　supportive　area　on　head

muscular　streng 七h　at　the　time　of　head　anteflexion　and　some　muscles

activities　using　the　Head　一　Neck　一　Shoulder　Muscles　analyzing　system　and

electromyography　analyzing　system　on　5　healthy　athletes ．　And　the
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following　results　were　obtained ．　　　　　　　　　　 一

L　The　maximum　muscular　strength　was　recorded　when　using　most

■　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■　　　　　　－

wide　supportive ダarea 翔lint 　（7 ＋7 ）　in ダall　subject　and　 ：tended　to　decrease
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with　the　lose　of　posterior　supportive　area．

2　．　The　ma χlmum　muscular　activity　of　the　 ：　masseter　and　anterior

tempolarlis　were　also　recorded　when　using　most　wide　supportive　area

splint　（7 ＋7）　in　all　subject　and　tended　to　decrease　as　the　outcome　of　a

lose　of　posterior　supportive　area．　And　sternomastoid　and　tripedius　had

the　same　tendency，but　it　was　only　a　very　small　difference　compared　with

masticatory　muscles ．　　卜

These　results　were　much　the　same　with　back　strength　（Ohiwa ），　And

they　were　considered　as　follows；　At　first　the　lose　of　posterior　supportive

area 　occur　the　occlusal　disharmony，and　then　the　direction　of　occlusal

force　was　any　longer　united　that　of　masseter　main　muscle　of　occlusal

force．　So　as　to　keep　out　of　the　pam　in　temporomandibular　joint　and

periodontal　ligament．　These　pains　came　into　eχistence　while　strong　clench－

ing　without　enough　posterior　supporting　area．　Then　above　mentioned

causes　and　so　on　had　an　effect　on　occlusal　force　so　called　clenching　force

and　decrease　it’s　performance．　　　　　
‥

And　these　decreasing　occlusal　force　affected　head　neck　shoulder　muscu－

lar　strength　at　the　time　of　head　antefleχion　in　some　relations　between

Stomatognathic　System　and　cervical　region．　Such　as　1　；　While　clenching，

the　canalizatioin　m　H一refleχ　which　is　an　indiction　of　motor　nerve　loop，

is　remarkable，　瓦nd　that　is　proportionate　to　the　strength　of　clenching．　2；

When　the　excitation　in　the　motor　area　of　mastication　is　activated

strongly　by　clenching，　it　expands　into　other　motor　areas　and　actives　the

cells　which　concern　skeletal　muscle　of　whole　body　in　medullary　riticular

formation 。

3 ．　The　central　incidence　from　mesencephalic　tract　of　trigeminal　nerve

in　which　the　neurons　from　masticatory　muscles　has　the　path　which　enters

七he　anterior　horns　of　first　and　second　cervical　vertebral　as　well　as　the

path　which　enters　motor　nucleus　of　trigeminal　nerve．　4　；　Eχistence　of

refleχ　system　be七ween　trigeminal　nerve　and　neck　muscles　as　Trigemino一

Neck　refleχ。

Consequently ，　when　using　mouth 　protector　without　enough　posterior

supportive　area　and　oral　condition　is　badly　in　need　for　dental　treatment

like　Prosthodontics，　no　muscle　can　work　certainly．　So　a　point　of　view



safety　and　performonce　enough　posterior　supportive　area　would　be　re－

quired．　Thus　wearing　proper　mouth　protector　and　right　oral　health　con－

dition　are　able　to　be　used　for　head　－　neck　harm　ptotection．　And　we

dentists　are　in　the　hope　of　using　the　mouthprotector　more　widely．

要　　旨

本研究で は， 校合支 持 領域 の異 な る スプ リ ント

の 装着 が， 前屈 時頸 部筋力 お よび周囲 の筋活 動量

に如 何な る影響 を及 ぼ すかを，運 動時 に強 い噛 み

締 め の見 られる，20 歳代 の男性5 名を 被験者 とし

て 検討 した． そ の結 果 ，前 屈 時 頸 部 筋力 は， す べ

て の被験 者 におい て最 も岐合支 持領 域 の多 い7 十
－

7 スプ リント装着時 に最大値を示 し，7 十7 ，5
－　　　　　　　　　　　　　　 一

十5 ，　3　＋　3と後方 校合支持領域が減少するにし
ー － －－

たがい，小となる傾向を示した．一方，校筋，側

頭筋の筋活動量はすべての被験者において，7 十
－

7 ，5 十5 ，　3　＋　3と後方岐合支持領域が減少す
一 一 －

るにしたがい，小となる傾向を示し，胸鎖乳突筋，

僧帽筋後頸部においても同様の傾向が認められた

が， その変化は咀嚼筋群に比 べわずかであったレ

したがって，校合支持領域の少ないマウスプロテ

クターの使用や，歯欠損を放置したままの口腔内

状態では，十分な筋活動が行えず，安全面 パフォー

マンス等の観点からも，十分な咳合支持領域の確

保が必要と思 われる．　　
し
二

緒　　言

スポーツには，プロスポーツ，競技としてのア

マチュアスポーツならびに趣味，娯楽，健康増進

または運動療法としてのスポーツなどがあり，ス

ポーツに携わらない人はいないといっても過言で

ないほど広く親しまれている．しかし，様々な要

因によって起こるスポーツ障害は，その程度こそ

異なれ如何なるスポーツにおいても避けることの

できない問題であり，かつ解決しなければならな

い課題である．中でも，コンタクトスポーツにお
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ける障害・外傷発生率は高い傾向であり， とくに

ラグビーやアメリカンフットボール等で は，頭あ

るいは肩から激しい衝突を繰り返すという格闘技

的な要素を持つことにより，頚椎損傷等 の重篤な

障害につながるケースも多く見られ，防具の使用，

ルールの改正は素より，その予防のため に種々の

筋の十分な活動，緊張が必要と考えられ る．

一方，マウスプロテクター等の装着に よる筋活

動，運動能力への効果については多 くの 報告1～1の

が見 られ，校合状態や下顎位の変化は， 運動能力

の向上に影響を与えることが確認されつて＝）ある．

これは，人の全力運動 は，常に全身 の機能的な協

力を必要としており11）， また通常の弱い運動では，

活動しない筋も強い運動ではアクセサリ ーマッス

ルとして活動すること12），身体各部 の筋 肉で最大

筋力 を発揮するには，岐筋や胸鎖乳突筋 など顔面

頸部周囲の筋の協力， すなわち歯を食い しばって，

同時 に背筋にも力が大って いる状態が必要 として

いること13）， さらには後述する多 くの神 経生理 学

的な要因 ゛剔 こより起こるものではないかと思わ

れる．

すなわち，マウスプロテクター等の装着 による

校合状態は，その材料による衝撃吸収能，山本 气

石島ら゛ 武田 らり2）， 西川 ら23）および 前田S4）に

加え，頭頸部の固定効果を高め，外傷性 衝撃力を

減少させ，その結果，介体骨折，脳震盪，脳挫傷

さらには頸部の損傷を予防できるので はないかと

考え られている．

そこで今回，校合支持領域の少ない マウスプロ

テクターの使用や，歯欠損を放置したままの口腔

内状態を想定し， 校合支持領域の異なる上顎型レ

ジン製 スプリント（以下スプリッ トと略す）の装
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着が，生命維持に重要な頚椎を保護し，その障害

の予防や＝，競技復帰に関する重要な条件どなる頭

頸肩部の筋力に及ぼす影響を，へ頸部の前屈屈時の

筋力および周囲の筋の活動量をもって検討したー

1 ． 材 料 お よ び 方 法　　　　　　　　　　 レ

レ∧1　．　11 ＝・被 験 者 … … … …… … … … … … …… ……

＼ 被 験 者 は ， 本 学 学 生 の う ち 運 動 部 に 所 属 す る レ

ギ よ ラ 宀 選 手 で ， 全 身 的 に 健 康 で あ り √ 個 性 正 常

校 合 を 有 す る 有 歯 顎 者 の 中 か ら ， 運 動 時 に 強 い 噛

み 締 め の 見 ら れ る 者 で ，
二
口 腔 内 ，

し
顎 関 節 お よ び 頸

頸 部 諸 筋 群 な ど に 自 覚 的 ，＼他 覚 的 に 異 常 を 認 め な

い ，ケ20 歳 代 の 男 性5 名 を 選 択 し た 卜 ‥ ‥ ‥　
‥
‥‥

1 ∠2 ノ ス プ ．リ ンJ 卜 ＝　 ＼・：…… …… … ………／J　 ∧

レ 今 回 実 験 に 用 い た ， ス プ リ ン ト 用 材 と 使 用 し た

ス プ ＝リ ン ペト ．と を 図 ↑ に 示 す 卜 ………………卜 ……＝卜………… ………，＝j
…
……

図1　 口 腔 内 装 置

〉スプ デン ペトの調製 はに 通 法 により印 象採得後 ，

模型 を製 作 し，万……：＝中j，じ1・位 にて 校合採 得を 行 づで 唆合

器 に付 着レしレ 校合器土 で前 歯 部 で2 ．0mm 挙 土 す

るよ う〉イ∇ソサイザル ，ピ ンを調 節 払 その位 置で通

法に従 いフ クつげ ン∧（GtG ） に て調製 し た． 校合

支 持領域 は，上 顎両側 第二大 臼 歯 ま で △（以 下7 十
－

7），上顎両側第二小臼歯まで（以下5 ＋5 ）お
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図2　。　頸部筋力測定システムのブロックダイアグラム

頸部筋力測定 システムは，縦 横90cm 奥 行き60

（；m の金属フレームにトランスデュ ーす 部を固定

し たもので，トランスデューサ内部 に4 個の精巧

な 小 型 荷重 変 換 器 「共 和 電 業MINIATURE

ROAD　CELL　LM 」00KA 定格出力O 。892m 　V／V

±1％入出力抵抗350 Ω） を装備してお り， その

中 の4 つのスドレイングージ素子が外力に個々に

反 応し， それぞれの容量 は100kgf ず つ 最大400

kgf まで測定可能であるよすなわち，ト ライスデュT

サ部に加かった荷重を内蔵されたス＝トレイツ ゲフ

ジにより，∧電圧として捉え，その出力 を動歪測定

器（共和電業DPM －60．1Aド にて増 幅 し卜 こ れを

電 磁オシログラフ （共和電業RMV －540V）ノにて

モ。平。夕＝リン・グしながら，＝同時 にデT ヶタノレコ ーダ

（TEAC　XR ，5000） で 記 録しA ∠D 卩 ンバT ＼夕

（ カノノ¬プスADXJ8E ） を介してパ プ ソ ナルコ

ンピュータ（日本電気PC 。9801VM ．）○に転送後 解

析を行うものである。

使用した頸部筋力 の測定装置につ いては図3 に
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よび上顎両側犬歯まで弌以下3 半3 ）の校合面な

ら び に切 縁 を 被 覆 す る ＝3条 件 の スプ リ ント とし た．

万1 ．∇＜3 ………淇｜定 シ ス テ ム ／………卜　　 ＼ …… …………＝，

頸部筋力測定 システム（図2 ）
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図4　 筋電図分析システムのブロックダイアグラム

示 す とお り， 中 島 らの報告2り こお いて，0　kgf　か

ら100 　kgfまで の出力 が極 めて直線 的 な 正 の相関

を示 してお り， ト ラ ンスデュ ーサ部 にお け る荷重

変 換 の信 頼性 が確認 されて いる．　　　 二

1 ．　3 ．　2　 筋 活動量 測定 システム （図4 ）

筋活 動量 の測定 に は， マルチテ レ メータ システ

ム（日本光電 ：WEB －5000） を用 い た． こ の装 置

は， 送信 機（Z 　R－　5　8　0　G） と受 信機 （ZB 　5

80B ） とに より構成 さ れており， 遠隔 的 に同時

に8 筋 まで筋 電 図を記 録す ること がで きる．筋活

動 量 は， 送信機 か らの電 波 を受 信 機 にて受 信 し，

頸部筋 力 値と同 様 に転 送処理 さ れる．

1 ．4　 実験 の概要　 ・・．・・．・．　　　　　　・．

測定 は図5 に示す よう に， 被験 者の体幹 を規定

板 にベ ルトで固 定し， 眼耳平面 が床 と垂 直 となる

位 置で， 前頭部 が ト ランスデュ ーサ部 の中心 に当

たるよ うに前後 左右 に調節 した後， 随意 的最大努
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力 により約5 秒間，頸部を前屈させた． なおこの

際，強度の噛み締めを行うこと，ならびに発声，

体動の禁止を指示した．

測定回数 は，各スプ リント装着時 の3 条 件につ

いて，1 囗にランダムに2 回ずつ計6 回，1 週お

きに行い，連続7 週間について可及的 に午前中の

同時刻，同一条件下で行った．なお，測定間隔 は

月村の報告と同様，疲労などを十分に考慮して5

分間とした．

また筋電図に関しては，被験筋は，右 側の咬筋，

側頭筋前部（以下側頭筋），胸銷乳突 筋 ， 僧帽筋

後頸部（以下僧帽筋）の計4 筋で，いず れも各筋

の中央部で記録した．電極は，直径5mm の日本

光電社製NT ―　5　1　1　G銀製双曲表面電 極を用い，

電極間距離20mm で，専用両面テープ で皮膚面

に密着，固定した．計測値は，時定数〔〕．01　sec．，

H 　i　－　c　u　tは設定せず，周波数1 　k　H　zで約5

秒閧記録した．

1 ．　5　解析

頸部筋力測定装置および筋電計より得 られた波

形の解析は，　Wave　master 　（Canopus ）　fこて行っ

た．頸部筋力計より得られた5 秒間の波形におけ

る最大値を，予備実験により得られた比例式で計

算を行い，頸部屈力値とした．一方，筋活動量に

関しては，頸部筋力の最大値出現前の1 秒間 につ

いて の積分処理を行い筋活動量とした． また統計

図5　 測 定 風 景
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図7　 咬筋筋活動量

処理は，各条件間の5 ％危険率における平均値の

差の検定を行った．

2．成　績

づ2／1　 頸部筋力値　　　　　　　　　　卜

各被験者の前屈時頸部筋力値をグラフ化したも

のを図6 に示す．また，グラフ内に各間の5 ％危

険率におけるt 検定結果を併せて示す．‥‥‥

値は約8 ～1 　6kgfの値を示した．すべての被

験 者 で7 ＋7 ス プ リ ン ト 装 着 時 に最 大 値 を ，3 ＋3
一　　　　　 －

ス プ リ ン ト装 着 時 に 最 小 値 を 示 し た． ま た， 被 験

者1 で は，　7 ＋7 と5 ＋5 ，　3 　＋　3間 に， 被 験 者2 お
ー － －

よ び4 で は7 こ卜7 と3 ＋3 間 に 有 意 な差 が 認 め ら れ
一 一

だ．　　　 ●
●
●●●●●　●●　　　　　　　　　 ●

●●●
●

2 ．2　 咬 筋 筋 活 動 量　　　　　　　 ‥

各 被 験 者 の 前 屈 時 咬 筋 筋 活 動 量 を グ ラ ツイ11し た

も の を 図7 に 示 すレ ‥‥
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図8　 側頭筋筋活動量
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図9　 胸鎖乳突筋筋活動量

また被験者1 ，　3，　4では，7＋7 と3 ＋3 間

と3 ＋3 間に，また被験者2 では，7＋7

3 ＋3 間に有意な差を認めた．

5

と5 十

＋5

5 ，

2 ．3　 側 頭筋筋 活動量 ‥ ‥‥ ‥‥

各 被験 者 の側頭筋筋 活動 量 の グ ラフを 図8 に示

す。　　 二　　　　　　　　　　 ＼

す べて の被 験者 で7 ＋7 スプ リ ン ト装 着 時 に 最
－

ま た 被 験 者3 で は，7 干7 と5 十5 ，　3 ＋3 間 に ， ま
ー － － －

た 被 験 者1 ，　4 ，　5 で は7 ＋7 と3 十3 ，　5 ＋5 と
一 一 一

3 ＋3 間 に ，

－
被験者2 では7 ＋7 と3 ＋3 間に有意

－

な差 を認 めた．／・．・．・　　　　 ．
．・
・・　　．・・　J

2 ．4　 胸鎖 乳突筋 筋活動 量

各 被験 者 の胸 鎖乳突筋筋 活 動量 のを図9 に示す．

すべて の被験 者で7 ＋7 ス プ リ ント 装 着 時 に 最
一

大値 を3 ＋3 スプ リ ント装 着時 に最 小値 を示 した．

し かし，∧そ の変化 量 はわず かで あり， 被験 者2 の

7＋7 と5 十5，　3＋3 間 にの み有意 な 差 が 認 め られ
一 － －

た．
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図10　 僧 帽 筋 筋 活 動 量

2 ．5　 僧帽筋後頭部筋活動量

各被験者の僧帽筋後頸部筋活動量のを図10 に示

す．

すべての被験者で7 ＋7 スプリ ント装着時に最
一

大値を3 ＋3 スプリント装着時に最小値を示した．

しか し， そ の変 化 量 は わ ず か で あ り， 被 験 者1 の

7＋7 と5 十5 ，　3 ＋3 間 に の み 有 意 な 差 が 認 め ら れ
ー － －

た．

3．考　　察

1．マウスプロテクターについて

マウスプロテクターの使用は，スポーツを行う

際の顎顔面領域を中心とした外傷，障害の予防お

よびパフォーマンスの維持向上を主な目的とする

ものである．

外傷 障害の予防効果は，コンタクトスポーツ

を始め，様々なスポーツで大いに期待されるとこ

ろであリ，古くより検討課題とされてきた．すな

わち，マウスプロテクターと外傷，障害の予防効

果とについては，大久保・ら2°は，外傷予防に関

しての実験的報告として，マウスピース非装着時

と装着時との，ボクシングの打撃に対する生体の

反応について比較検討した結果，マウスピースな

しの場合，13例中11例に軟組織に対して，また硬

組織においても84％の高率で損傷を認め，マウス

ピースの装着は口腔内組織に対して積極的防御作

用を示したとしている，　Andreaseが7）は，マウス

ガードは頬口唇部を保護し，口腔軟組織の裂傷を
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防ぐと述 べている．　Hicky ら゛ は，人間 の遺体を

用いた実験で，下顎骨下縁 への強い外力 に対して，

頭蓋内圧と骨変形の減少にマウスプロ テクターの

装着が役立つと報告している．西川ら2刋 ま歯に加

わる衝撃力に対して， マウスプロテクターは，そ

のひずみおよび衝撃加速度を減少させ， 歯および

歯周組織に対して保護的に働くのではな いかと述

べている．熊沢゛ は， ヒト乾燥頭蓋を 用 いた実

験で， オトガイ下面からの衝撃減衰に， マウスガー

ドの装着が有効に働くとしている．

また， マウスプロテクタ ーの使用による外傷予

防効 果を 判定 す る調査 と して は， 大 岩゛， 石

上31，s）　ら，糸賀ら3“ ）のラグビーについ ての報告

では，マウスプロテクターの装着によ り，その口

腔顎顔面領域 の損傷は減少したとして おり，石

島35）らは， アメリカ ンフット ボールの 選手にお

いて，マウスガードを常時使用してい る選手群と

使用していない選手群での外傷受傷状況を比較し

てみると，マウスガ ード常時使用群で は，受傷率

が8 ％であり，使用していない選手群 では25％と

3 倍高く，さらに歯の破折，顎骨骨折 などのより

重篤 な外傷が発生しているとして， マウスガT ド

の有効性を示唆している．

またStenger36）は，同じくアメリカンフットボー

ルの選手について，マウスガードは顎口 腔領域の

外傷のみならず，脳震盪，頸部の損傷に対しても

効果があるとしている．他 のスポーツにおいても

片山ら37）の， 全自衛隊空手道選手権に おいてマ

ウスピースを義務化した結果，口腔領域 外傷数が

全外傷数に占める割合が24％から11 ％へと減少し

たことを示した報告， バスケットボールの選手に

おいて， マウスガ ード未装着者の外傷受 傷率 は3

0．2％であったのに対し，マウスガード装着者は4．

7％であったとした報告气　さ らに武田 ら匐，匐り　は

マウスプロテクターの装着がボクシングのパンチ

による衝撃 に対し，いかなる挙動を示 すかについ

て検討を行い，マウスプロテクターの装着により，
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パンチによる衝撃の遠隔部における伝達率は，下

顎角部，側頭部などで小さくなる傾向を示すこと，

筋活動量 においては，校筋およびの胸鎖乳突筋筋

活動量はマウスプロテクター装着時に増加傾向を

示すとした報告などがあげられ，その有用性は高

く評価されている．＝　　　．・・・・・・．・　　　　　　・・・．

これらの結果は，二つの作用によるもめと思わ

れる．その一つは， マウスプロテクターの衝撃力

に対する直接的な吸収，分散作用．すなわち，そ

の材料内で衝撃エネルギーを吸収し，残りのエネ

ルギーを他へ広く分散し，衝撃力の一点集中を防

ぐ作用が要因と考えられる／ 通常生 体において

は，外力 により生じた運動エネルギーは，関節部

にある粘性特性 により，熱エネルギーに，また，

軟組織の損傷に骨 の骨折などの破壊エネルギーに，

その大 きさにより変化する气　しかし，上下 歯列

間にマウスプロ テクターを挿入することにより，

そのエネルギーを吸収，分散し，身体への破壊に

っながらない可能性を示すものである． 他の一つ

は後述するマウスプロテクターの装着による咀嚼

筋を含 めた全身の筋活動の増大による頭頸部の固

定効果 の向上によるものと思 われる．

一方， マウスプロテクターの装着がパ ナオーマ

ンスの維持， 向上 すな わち身 体各 部の筋力 や運

動能力を高めるとの報告も多数ある．すなわち，

Williams ら2）は，岐合位に比べ下 顎安静位にお

けるポジショナーにおいて四肢の筋力に最大値を

示したとし，月村5）は，マウスプロテクターによ

る垂 直的顎間距離の挙土 は個人 差はあるものの，

咀嚼筋 の最大収縮に影響を与え，全身的な筋力を

増大させる傾向にあることを述べており，氏家6）

は，垂直的顎間距離の挙上 による咀嚼筋の大きな

活動は，全身の骨格筋の活動を引き起こし，肘お

よび膝関節の伸展時および屈曲時の筋力に何らか

の影響を及ぼすとし，各個人では最適な垂直的顎

間関係位が存在するのではないかと推察している．

同様に星野7）は，水平的な顎間関係の相違が背

筋力 に及ぼす影響を検討し，側方 ならびに前方位

に比べ中心位の方が大 きな値を示 す傾向であると

し，大岩8）は，校合支持領域の減少は背筋力の出

現に影響し，臼歯部の支持の減少は背筋力の出現

を低下させるとしており，正 しい顎位および岐合

関係を有するマウスプロテクターの必要性を示唆

している．さらに大山3）は，岐みしめ時にヒト ヒ

ラメ筋の脊髄単 シナプス反射が著しく亢進するこ

とから，安定した下顎位で校み絞めることが運動

能力の向上 につながるとし七いる．二　　　　し

これらのマウスプロテクターの使用による様々

な運動能力，効果の向上に対しては，河村ら14）お

よび河村15）の顎運動 は随意運動であり， その運

動 の調整は四肢の骨格筋運動と同様，・ 大脳皮質中

心前回に存在する運動領に深く関係しているため，

運動領の興奮が著明な場合には容易に他部に興奮

が拡延し，延髄網様体部における全身 の骨格筋緊

張 に関与す る細胞活性を高めるため，全身の筋力

を増大するとし たもの． 宮原 らl゙ の噛 みしめ時

に起こる脊椎の運動土ゴーロソループの指標であ

るH 反射の振幅の増大が，筋力の増大や運動遂行

能力の向上 に直接結びつくとは結論できないが√

ヒトが運動時に行う噛むという動作は，運動機能

と密接な関係にあることを示唆したものレ ネコな

どの動物実験において も√ 角野17）は， 咀嚼運動

を司る三叉神経と頚筋との間には，反射機構すな

わちtrigemino －neck　reflexが存在することを報

告しており， ヒトにおいても三叉神経の一部であ

る上顎神経，および下顎神経の支配する校合機能

と頚筋との間に反射機構の存在する可能性も考え

られること． 中村゛ の三叉神経 中脳 路核ニュー

ロンの中枢突起の投射には，第一および第二頚椎

の前角に終 わるものがあることを報告しており，

この神経系を介して頸部の筋特に，僧帽筋および

胸鎖乳突筋にも影響が及ぶことなどが要因となり，

マウスプロ テクターを入れた状態での校合が，覚

道11），Last 气＼田中13）が述べてい るように， 頭順
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部を始め，全身の筋活動量を増大させることにな

るものと考えられる．　　 ＝

マウスプロテクターの装着は上記したように様々

な利点を有している．しかし未だ多くの選手スポー

ツに参加する人々は，正しい口腔内状態における

歯科医師の手による適切なマウスプロテクターを

装着しているとは限らず，歯の欠損を放置したま

ま，市販のストックタイプまたはマウスフォーム

ドタイプを使用していることが多 い． これは正し

い校合状態付与の重要性が客観的 に十分明示され

ていないこと，およびその普及に対する努力 が欠

けているためではないかと思われる．

したがって，本研究の校合支持領域の異なるス

プリントにより，顎口腔系 の状態を変化させた場

合の運動能力特に頸部，おJよびその周囲筋に与え

る影響についての検討が，顎口腔系の状態と頭頸

部の運動能力との相互関係を広く紹介する一資料

となると思われる．

3 ．2　 成績について

岐合支持領域の異なる3 種スプ リントの装着に

おける， 前屈時頸部筋力は，すべての被験者にお

いて最も岐合支持領域の多 い7 ＋7 スプ：リント装
－

着時に最大値を示した．岐筋，側頭筋の筋活動量

はすべての被験者において7 十7，5 十5，　3＋3 と
一 一 一

後方校合支持領域が減少するにしたがい小となる

傾向を示し，胸鎖乳突筋，僧帽筋後頸部において

も同様の傾向が認められたが，その変化はわずか

であった．

岐合支持領域の減少 による，咀嚼筋筋活動量の

変化について秋重41）は，スプ リント装着による咀

嚼筋筋活動量 は，前歯部型が全歯列型臼歯部型に

比較して小さい傾向を示し，未装着者においても

校合接触部位，すなわち校合支持領域の違いは顎

機能，あるいは咀嚼筋筋活動量に影響を及ぼすと

報告している．またEichnerR によれば，下顎は

上下顎の大臼歯部と小臼歯部の4 つの校合支持域

によって保持され， その部分的な欠如により下顎
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は不 安 定 にな ると 報 告し て い る． さらに

MacDonald ら4 は，咬合接触の前後的な位置関

係が，咀嚼筋に多大な影響を及ぼすと報告してい

る．高嶋ら44りま，欠損歯数の増加により，最大

岐みしめ時の咀嚼筋筋活動量が減少する傾向にあ

り，また欠損歯数の増加による咀嚼筋筋活動量の

減少は，両側欠損の場合の方が片側欠損の場合よ

り顕著であったとし，両側臼歯部での安定した校

合接触が咀嚼筋活動にとって重要であると報告し

ている．今回の結果はこれらを指示するものと思

われる．

一方胸鎖乳突筋は，頸部前屈力の主働筋であり，

僧帽筋後頸部はその主な拮抗筋として知られてい

るが，ヒトの頸部にはその他にも多数の小さな筋

が存在しておりこのため，この2 筋で頸部すべて

の動態を捉えているとは言い難い．また田中ら41）

は，四肢筋の等尺性収縮時における最大張力付近

ではI，筋活動と張力の間に相関がないこと，筋活

動と張力値の関係は，最大張力付近になると主働

筋においてはあまり筋活動は大きくならず，他側

（拮抗側）の筋電位が大きくなる傾向にあること，

および最大張力に近い状態で維持しているときに

は筋電位は大きくなり，ばらっきも大きくなる傾

向にあることなどを報告している．本研究におい

ても，頸部前屈力は随意的最大努力によるもので

あることから，唆合支持領域の変化による頸部の

筋活動量への影響が少なかったものと思われる．

これらの筋活動の変化に伴う前屈時頸部筋力の

減少という結果は，背筋力に対する大岩8）の報告

と一致した結果であり，以下のように考察される．

後方校合支持領域の減少が，上記したように，

まず岐合を不安定にし，校合力発現の主動筋であ

る唆筋の走行と噛み締めにより生ずる咬合力の作

用方向の不一致を招き，筋活動を減少させ，さら

に疼痛回避作用，すなわち，臼歯欠損における強

度の噛み締めにより顎関節部において，沈み込み

が起こり，深部知覚レセプターにより疼痛として
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認識されること，強い喃み締めに対して校合に関

与する歯の減少 により，圧を受ける歯根膜が負担

過重となり疼痛となることを避け る作用などで，

咀嚼筋群，舌骨上筋群等の活動が抑制されること

により，噛み締 め力，咬合力の低下が起こり， こ

れが，前述したよ うな様々な14～1抑　咀嚼筋群， 三

叉神経領域と頸部との関連により，二次的に頸部

の筋力 にも影響を与えたためなど によるものでは

ないかと思われる．

いずれにして も， 吉田气　中村 ら47）が述 べて

いるように，脳へのダメージは生体防御反応 の消

失した時， すなわち，頭頸部の筋 の緊張のとれた

状態で大 き くな るものであ るという こと， 下 條

ら48）のアメリカ ンフット ボールの頸部外 傷につ

いての報告では，頸部の筋力および周囲径の大き

な者の方 が相対的に外傷は少ないとしているごと，

さらに首を固 めるには総合的な筋力として僧帽筋，

背筋および腹筋を強化する必要があり，頸部筋力

の増強は頸部外傷，障害を予防するうえで必要で

あるとしたAlbrightR の報告等を考慮す ると，

マウスプロテクター装着による頭頸部の固定効果

の向上は頭頸部の外傷障害予防に有効ではないか

と思 われる．　　　　　　　　　　　　　　 卜

すなわち，マウスプロテクターの装着は，歯，

歯周組織を始め周囲硬および軟組織はもちろん，

直接打撃を受けた部分から離 れた頭部などへ作用

する力 も減少させるため√脳の頭蓋内での急激な

移動 による血管の損傷や挫傷など， その発生を減

少させ，Hickey 气 向井 ら50）が述べているように

脳震盪，脳挫傷の予防効果を期待させるものであ

る．　　　　　　　 卜

卜 以上のように，マウスプロテクターの装着 は頭

頸部 の衝撃により起きる外傷障害の予防に有効で

あり， 広く普及され，多 くの人々の使用が望まれ

るととろである．しかし，個人により生体の持つ

衝撃吸収能および防御に対するスキルが異なると

思われ√また，不適切なマウスプロテクターは，

下顎位が不安定となり，筋疲労を助長することも

考えられ，さらに，対合歯列 と校合 する部分の校

合研磨状態が不良の場合，ブラキシズムのトリガー

になることも指摘されており，適正 に調製された

カスタムメイド タイプ以外のマウスプロテクター

の装着は，意に反 し障害を引き起こすことにもな

りかねない． また， マウスプロテクターは，適切

な形態，適合性を有さない場合，選手に異和感，

発音障害を生じさせる可能性があ ること；勦～32，51～54）

にも注意が必要である．　　　卜

いずれにしても，防具としてのマウスプロテク

ターに対する期待 は大 きく，良好なマウスプロテ

クターは，生体へのダメージを減ずることができ

るため， より衝撃吸収力 の高い材料の開発，使用

および形態の改良が望まれ，さらには，頸部筋力

に対する影響等についてのより詳 細な検討が必要

と思われる．　　　　　　 犬

4 ．結　　 論

今回 著者 らは， 顎 口腔系 の状 態 の変化 と頸部 の

筋力 の関係 に着 目し， 岐合支 持 領域 の異な るスプ

リ ント の装 着が， 前屈時 頸部 筋力 お よ び周囲 の筋

活動 量 に如 何な る影響を 及 ぼす かを 検討 し た． そ

の結果，　　　　　　　　　　 卜 ＼

卜1 ． すべ ての被 験者 におい て 最 も岐合支 持領 域

の多 い7 ＋7 スプ リント装 着 時 に 前 屈 時 頸 部 筋力
－

は最大値を示し7 十7，5 十5，　3＋3 と後方 校合支
－ 一 一

持領域が減少するにしたがい小となる傾向を示し

た．　　　 し

2こ 岐筋，側頭筋の筋活動量 はすべての被験者

において7 十7，　5　＋　5，　3＋3 と後方唆合支 持領域
一 一 一

が減少するにしたがい小となる傾向を示 し，胸鎖

乳突筋，僧帽筋後頸部においても同様の傾向が認

められたがそめ変化は咀嚼筋群に比べわずかであっ

た．したがって，校合支持領域の少ないマウスプ

ロテクターの使用や，歯欠損を放置したままの口

腔内状態では，十分な筋活動が行え ず，安全面．
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パフォーマンス等の観点からも十分な岐合支持領

域の確保が必要と思われる．

このようにマウスプロテクターの装着は，その

条件を満たせば頭頸部の衝撃減少に有効であり，

広く普及しより多くの人々の使用が望まれる．し

かし，解決しなければならない問題も多く残され

ており，今後マウスプロテクター用材の開発も含

め，より詳細に検討する必要があると思われる．
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